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論文審査の要旨（400字以内） 
 
論文のタイトルは“Clinical significance of fibroblast growth factor(FGF) 
expression in colorectal cancer”である。 
【目的】FGFは近年 tumor formation における過剰増殖や angiogenesis に 
強く関与しているといわれる。今回著者らは大腸癌症例において FGFの臨床
的意義を検討した。 
【対象・方法】大腸癌症例 92例と非癌症例 31例を対象に ELISA法にて血清
bFGF値を測定すると共に臨床病理的因子との関係を検討、更に免疫組織学的
染色を行い、その発言と血清 bFGF値との関係を検討した。 
【結果】大腸癌症例血清 bFGF 値は 8.16±2.57pg/ml、非癌症例 7.69±
1.72pg/ml であった。臨床病理学的因子のうち、stage、腫瘍径とリンパ管侵
襲で有意差を認めた。免疫組織学的染色では染色陽性例は 40 例、陰性 11 例
で陽性例の血清 bFGF値は 8.87±3.59pg/ml、陰性例は 7.13±1.03pg/ml と陽
性例が高値になる傾向を認めた。 
【考察】悪性腫瘍患者の血清 bFGF 値は健常者に比較し高値との報告がある
が、この研究では傾向はあるものの有意差は認められなかった。しかし臨床病
理学的因子において stage、腫瘍径とリンパ管侵襲が高度になるほど高値とな
った。過去の報告で bFGF はリンパ管新生を促進するといわれており、大腸
癌でも同様、リンパ管新生において bFGF の関与が示唆された。 
 
以上、大腸癌症例において FGFはリンパ管新生を促進することをつきとめた
本論文は、基礎的、臨床的に極めて価値ある研究と評価する。 
 
  
                                
 
 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に医学部学務課
へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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